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Ⅳ 研究の進め方

１ 授業づくりの方法

(1) 素材を教材化する

素材を教材化するに当たって，まず，『小学校学習指導要領解説 社会編』を読むこと

から始めたい。本解説には，教科の目標，各学年の目標と内容等が示されており，これら

は，素材を教材化する際の根拠となるものである。

本解説に基づき，「なぜ，この学習内容を取り上げるのか」，「どのような事象を扱うの

か」，「どのような学習をさせるのか」，「この学習内容から何を考えさせるのか」などに

ついて検討することで，教えるべきことが明確になってくる。

身の回りにある事象を教材化することについては，「Ⅲ 研究の視点」に先述した通り

である。

(2) 「教材・内容の構成」から「問いの構成」を作成する

「問いの構成」を作成するに当たって，まず，教材化したものを通して，「学ばせたい

ことは何か」，「どのような力を付けるのか」という目標と内容を明確にすることが大切

である。このことは，目標を達成させるために，どのような内容をどのような順序で学習

させるのかを構成することにつながる。

教材を構造的にとらえる必要があることは，「Ⅲ 研究の視点」で先述した。構造的に

とらえたものから，問いを構成するようにしたい。問いを構成することにより，単元の中

心発問や1単位時間ごとの目標を計画することが容易になると考える。

図１ 「教材の内容の構成」と「問いの構成」

まず，「教材・内容の構成」の下段にある部分を問いに置き換える際の基本的な考え方

を示す。子どもが社会的事象と出会い，社会で起こっていることを読み取るためには，資
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料から必要な情報を読み取ったり，資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえたり

することが大切である。このような授業を展開する際，「なぜ～だろうか」，「どのように

～しているのだろうか」という問いにすることが考えられる。

次に，「教材・内容の構成」の中段から上段にある部分を問いに置き換える際の基本的

な考え方を示す。主に，次の二つが考えられる。一つ目は，ある社会的事象に対して，事

象の特色や構造を表現することができるように，「どのように～しているのだろうか」，「ど

のような～になっているのだろうか」という問いにすることである。二つ目は，目的と手

段，原因と結果の関係を表現することができるように，「なぜ，～するのだろうか」，「ど

うして～のようになるのだろうか」という問いにすることである。

最後に，社会に内在する問題を解決する学習場面の問いについて基本的な考え方を示す。

このような学習場面では，合理的な手段や方法を判断させることが大切である。そこで，

社会の問題に対してどのようにしたらよいか対策を考えたり，どの解決策が望ましいか見

極めたりすることができるように，「どのように～したらよいのだろうか」，「どの解決策

がより望ましいのだろうか」という問いにすることが考えられる。

(3) 学習指導計画を作成する

「教材の構成」から「問いの構成」を考え，単元の構想を練った後は，1単位時間ごと

の目標と内容を考え，順序を検討して学習指導計画を立てていくことになる。

図２ 「問いの構成」と「学習指導計画」

「問いの構成」から，学習指導計画を作成する際の基本的な整理の仕方と手順を示す。

まず，「教材・内容の構成」あるいは「問いの構成」の下段にある部分は，主に，「であ
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う」過程に当てる。

次に，「教材・内容の構成」あるいは「問いの構成」の中段から上段にある部分は，主

に，「ふかめる」過程に当てる。

最後に，社会に内在する問題の解決ために合理的な手段・方法を判断できるようにする

場面での問いは，「いかす」の過程に当てる。

学習指導案の形式と留意点については，次項で述べることとする。


